
資料２

第3次地域福祉計画・地域福祉活動計画の

進捗状況

社会福祉協議会の取組み

【令和６年度の取組状況】





基本目標１　誰もがいきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり

（１）地域福祉への関心をを高めます

（１）福祉教育や生涯学習等の充実を図ります

①大人から子どもまで全ての世代を対象とした福祉教育の推進を図

ります １

②地域福祉や介護予防に関する出前講座を充実し、地

域福祉への理解や関心を高めます ２

③認知症サポーター養成講座や、共生支援事業等の開

催により、地域共生社会への理解を深めます ３

（２）地域福祉活動の担い手を育成します

（１）ボランティア活動を推進します

①市と連携し、ボランティアへのきっかけをつくるよ

うな講座の開催やボランティア団体の支援等、ボラン

ティアセンターの機能強化を図ります ４

基本目標２　誰もがお互い様の気持ちで支え合う地域づくり

（１）地域にあった支え合いの構築を図ります

（１）住民自らが参加する小地域福祉活動を推進します

①くき元気サービス等住民同士の助け合い活動を推進

します ５

②福祉委員による挨拶や声かけ、見守り活動を推進し

ます ６

③身近な地域の範囲で、地域の実情に合った福祉活動

を推進します ７

（２）世代を超え、誰でも参加できる身近な地域活動の充実を図ります

（１）小地域福祉活動を推進します

①ふれあい・いきいきサロン等、誰でも参加できる場

づくりに努めます。また、サロン同士の情報交換や

ネットワークの構築を図ります。 ８
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基本目標３　誰もがつながり、一緒に取り組む地域づくり

（１）複雑化・複合化した生活課題に対応するため、包括的な相談支援

体制を構築します。

（１）総合相談機能を強化します

①多様な相談を受け止め、他機関と連携しながら支援

に取り組みます ９

②専門職による総合的な相談支援の仕組みづくりを行

います １０

（２）支援を必要とする人が適切な支援を受けることができるよう、わ

かりやすい情報提供を行います

（１）わかりやすく多様な手法による情報発信を行います

①ニーズや世代に応じて、社協だよりやホームページ

等の活用を工夫します １１

②地域福祉について理念や方向性を含め、必要な情報

提供に努めます １２

③相談内容に応じた相談窓口をわかりやすく示します １３

（３）個々の活動をつなぐ仕組みをつくります

（１）CSW（コミュニティソーシャルワーク）機能を推進します

①地域住民や関係機関と制度、分野、世代等を超えた

活動や、新たな課題の解決にむけた連携について取り

組みます １４

②地域アセスメントを行い、地域課題の把握や地域づ

くりに役立てます １５

基本目標４　誰もが安全で安心して暮らせる地域づくり

（１）災害の備えや地域の見守り体制を強化し、孤立しない地域づくり

を行います

（１）あんしんカードの設置を推進します

①災害時や緊急時に活用できるあんしんカードの必要

性を周知し、配布や設置を推進します １６

（２）災害ボランティアセンターの運営

①災害時に備えて、災害ボランティアセンター立上げ

訓練を実施します １７

②災害に備える地域活動への参画とネットワークを強

化します １８

（２）住み慣れた地域で自分らしく生活を送るために、福祉サービスの

充実を図ります。

（１）権利擁護に関する理解の促進に取り組みます

①権利擁護に関して活動実践者や関係機関との連携強

化を図り、理解の促進に努めます １９

（２）各種サービスや事業を円滑に実施します

①地域福祉事業や在宅福祉事業を円滑に実施します ２０



基本目標１　誰もがいきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり

（１）地域福祉への関心を高めます

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

問題点・課題
・今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

進捗状況

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

【上記項目の評価理由】
地域住民、学校への依頼に応え福祉教育の推進を図っているため

（1）福祉教育や生涯学習等の充実

①大人から子どもまで全ての世代を対象とした福祉教育の推進

令和６年度
実施事業

福祉教育の依頼に対し社協職員が講師を務める他、当事者やボランティアの派遣調整を行いまし
た。

【実績値】※開催日や実施回数、参加人数等、実績が分かる数値をご記入ください。

【成果】

地域の事業所や当事者、ボランティアグループと連携し、体験や当事者の講話を多く取り入れ、地
域住民や生徒・学生へ福祉に対する関心を高めることができました。

①学校での福祉教育　小・中・専門学校17校　内容：車いす体験、アイマスク体験、点字体験、手
話体験、認知症サポーター養成講座、福祉・障がい者講話、高齢者疑似体験、妊婦体験、認知症声
かけ体験
　
②地域での福祉教育　内容：商業施設職員対象の視覚障がい体験、福祉って何？（ユニバーサルデ
ザイン）、ヤングケアラーの理解
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基本目標１　誰もがいきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり

（１）地域福祉への関心を高めます

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

問題点・課題
・今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

進捗状況

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

【上記項目の評価理由】
依頼に応えることができているため

（1）福祉教育や生涯学習等の充実

②地域福祉や介護予防に関する出前講座を充実し、地域福祉への理解や関心を高める

令和６年度
実施事業

社協の出前講座として、職員が地域や学校に出向き、講義や実技を行いました。

【実績値】※開催日や実施回数、参加人数等、実績が分かる数値をご記入ください。

【成果】

職員が地域に出向き、地域性や対象にあわせ出前講座を実施することで、依頼に応えるとともに地
域や福祉への関心を高めることができました。

社協の出前講座　119回　内容：健康講座、福祉教育、事業紹介、認知症サポーター養成講座等
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基本目標１　誰もがいきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり

（１）地域福祉への関心を高めます

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

問題点・課題
・今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

進捗状況

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

【上記項目の評価理由】
地域共生社会の普及啓発の機会ができているため

（1）福祉教育や生涯学習等の充実を図ります。

③認知症サポーター養成講座や、共生支援事業等の開催により、地域共生社会への理解を深める

令和６年度
実施事業

認知症サポーター養成講座や、共生支援事業を実施し、地域共生社会への理解を深めました。

【実績値】※開催日や実施回数、参加人数等、実績が分かる数値をご記入ください。

①認知症サポーター養成講座　実施回数13回　受講者586人

②認知症サポーターステップアップ講座　実施回数2回　受講者56人

③共生支援事業　5/11「子どもの居場所づくりから共生社会を考える」受講者45人

【成果】

地域住民に地域共生社会や子ども食堂等の活動について理解を深めることができました。
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基本目標１　誰もがいきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり

（２）地域福祉活動の担い手を育成します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

問題点・課題
・今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

進捗状況

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

【上記項目の評価理由】
講座開催や団体支援が予定どおり実施できたため

（1）ボランティア活動の推進

①市と連携し、ボランティアのきっかけをつくるような講座の開催やボランティア団体の支援等、
ボランティアセンターの機能強化

令和６年度
実施事業

初心者対象のボランティア講座や、夏休みに活動できるボランティア体験プログラム事業を実施し
ました。また登録ボランティア団体に対し、活動情報の発信や助成金の支援を行う他、ボランティ
ア全般の情報発信、コーディネートを実施しました。

【実績値】※開催日や実施回数、参加人数等、実績が分かる数値をご記入ください。

①音訳ボランティア養成講座　全11回　受講者12人

②点訳ボランティア養成講座　全12回　受講者5人

③ガイドヘルプボランティア養成講座　全2回　受講者7人、2日間　受講者6人

④手話奉仕員養成講座（入門編）　全21回　受講者9人

⑤手話奉仕員養成講座（基礎編）　全25回　受講者13人

⑥ボランティア体験プログラム事業　23メニュー　参加者163人

⑦ボランティア登録数　団体75団体　個人118人

⑧ボランティア団体活動助成金交付数　37団体　交付金額1,664,016円
久喜市ボランティア団体協議会　交付金額306,719円

⑨ボランティア活動保険掛金助成数　846人

⑩ボランティア派遣調整968件　情報提供　通知12回　情報配信メール18回　動画配信2回　LINE配
信13回

【成果】

初めての方がボランティアに参加できるようなきっかけづくりを行うとともに、迅速な情報提供に
努めました。
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基本目標２　誰もがお互い様の気持ちで支え合う地域づくり

（１）地域にあった支え合いの構築を図ります

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

問題点・課題
・今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

進捗状況

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

【上記項目の評価理由】
依頼に関して支え合いの活動ができたとともに、予定通りの実施ができたため

（1）住民自らが参加する小地域福祉活動を推進

①くき元気サービス等、住民同士の助け合い活動を推進

令和６年度
実施事業

地域住民同士の助け合い活動として、くき元気サービス事業、ふれあい電話サービス事業、ふれあ
い食事サービス事業を実施しました。

【実績値】※開催日や実施回数、参加人数等、実績が分かる数値をご記入ください。

①くき元気サービス事業
・利用会員登録者　735人　協力会員登録者60人
・延べ利用時間952時間　利用回数840回
・協力会員研修会　2回実施　参加者46人
　
②ふれあい電話サービス事業
・開催数延べ109回　利用者数延べ425人　ボランティア数延べ155人

③ふれあい食事サービス事業
・栗橋地区36回実施　利用者延べ467人　ボランティア延べ672人
・鷲宮地区37回実施　利用者延べ917人　ボランティア延べ624人

【成果】

元気な高齢者等がボランティア活動をすることで、自身の介護予防や健康維持を図るとともに、利
用者支援を行う住民同士の支え合い活動を展開することができました。
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基本目標２　誰もがお互い様の気持ちで支え合う地域づくり

（１）地域にあった支え合いの構築を図ります

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

問題点・課題
・今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

進捗状況

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

【上記項目の評価理由】
地域住民と連携協働できているため

（1）住民自らが参加する小地域福祉活動を推進

②福祉委員による挨拶や声かけ、見守り活動を推進

令和６年度
実施事業

福祉委員を配置し身近な声かけや見守りを行い、気づきを社協等に連絡いただくことで課題の早期
発見や専門機関につなぐ仕組みを推進しました。

【実績値】※開催日や実施回数、参加人数等、実績が分かる数値をご記入ください。

福祉委員委嘱者数　97地区　279人
・福祉委員研修会　10/10 参加者36人

【成果】

福祉委員と顔の見える関係づくりを推進し、地域の現状や課題把握に努めることができました。
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基本目標２　誰もがお互い様の気持ちで支え合う地域づくり

（１）地域にあった支え合いの構築を図ります

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

問題点・課題
・今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

進捗状況

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

【上記項目の評価理由】
新規設置の目標数に達したため

（1）住民自らが参加する小地域福祉活動を推進

③身近な地域の範囲で、地域の実状に合った福祉活動を推進

令和６年度
実施事業

身近な居住区域における地域課題やニーズの発見、解決を図るために、地区あったか会議の展開を
図りました。

【実績値】※開催日や実施回数、参加人数等、実績が分かる数値をご記入ください。

・第3回公団久喜青葉団地あったか会議　5/23 参加者20人

・第4回公団久喜青葉団地あったか会議　10/25 参加者22人

・第5回久喜東小地区あったか会議　7/31　参加者56人

・第5回本町小地区あったか会議　11/9 参加者34人

・第1回わし宮団地あったか会議　1/29　参加者20人

・菖蒲地区高齢者施設情報交換会　2/26 参加者11人

・イトーピア地区情報交換会　3/4　参加者10人

【成果】

地域の現状にあわせ、地区あったか会議やそれにつながる情報交換会を各地区で開催することがで
きました。
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基本目標２　誰もがお互い様の気持ちで支え合う地域づくり

（２）世代を超え、誰でも参加できる身近な地域活動の充実を図ります

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

問題点・課題
・今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

進捗状況

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

【上記項目の評価理由】
新規サロン登録数が目標を達成したため

（1）小地域福祉活動を推進

①ふれあい・いきいきサロン等、誰でも参加できる場づくり
サロン同士の情報交換やネットワークの構築

令和６年度
実施事業

誰でも参加できる居場所としてふれあい・いきいきサロン活動を推進しました。またサロン同士の
情報交換や実践活動につながる情報発信の機会をつくりました。

【実績値】※開催日や実施回数、参加人数等、実績が分かる数値をご記入ください。

ふれあい・いきいきサロン　登録数65ヶ所

・サロン活動助成金交付数　63団体　交付金額3,379,379円

・ふれあい・いきいきサロン代表者会議　全2回開催　参加者65人

【成果】

代表者会議にて、サロンの介護予防、孤立防止、課題の早期発見という役割を実践者と確認し、今
後の活動の活性化を図ることができました。
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基本目標３　誰もがつながり、一緒に取り組む地域づくり

（１）複雑化、複合化した生活課題に対応するため、包括的な相談支援体制を構築します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

問題点・課題
・今後の対応

進捗状況

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

【上記項目の評価理由】
多機関との相談対応が図れているため

（1）総合相談機能を強化

①多様な相談を受け止め、他機関と連携しながら支援に取り組む

令和６年度
実施事業

生活上のすべてをとらえる体制で相談に対応し、他機関と連携して問題の解決を図りました。

【実績値】※開催日や実施回数、参加人数等、実績が分かる数値をご記入ください。

・相談件数　延べ9,698件

・福祉なんでも相談　相談件数38件（専用電話36件　メール2件）

・社協の出前相談　わし宮団地地区　8回　14人　あやめまつり　18人

・顧問弁護士への相談　延べ95件

【成果】

相談情報共有システムを活用し、職員間で内容の共有を図りながら、相談支援を行うことができま
した。法律面では顧問弁護士に相談できる体制が整い、助言を得ながら対応することができまし
た。
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基本目標３　誰もがつながり、一緒に取り組む地域づくり

（１）複雑化、複合化した生活課題に対応するため、包括的な相談支援体制を構築します

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

問題点・課題
・今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

進捗状況

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

【上記項目の評価理由】
さまざまな機関と連携し、支援体制の検討を図ることができているため

（1）総合相談機能を強化

②専門職による総合的な相談支援の仕組みづくり

令和６年度
実施事業

生活困窮者支援や社会福祉法人の社会貢献活動等、専門職の連携の仕組みづくりを推進しました。

【実績値】※開催日や実施回数、参加人数等、実績が分かる数値をご記入ください。

①彩の国あんしんセーフティネット事業への参画
・相談対応　19件　利用者　延べ16件
・事業に関する研修及び情報交換会　1回
・久喜地区担当者会議　1回

②社会福祉法人公益的な取組に関する情報交換会　2回

③ＣＳＷ自主学習会　2回実施　参加者78人

【成果】

行政や関連機関と課題を共有し、協働した相談対応、支援について検討を図ることができました。
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基本目標３　誰もがつながり、一緒に取り組む地域づくり

（２）支援を必要とする人が適切な支援を受けることができるよう、わかりやすい情報提供を行います

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

問題点・課題
・今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

進捗状況

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

【上記項目の評価理由】
定期的な情報発信ができているため

（1）わかりやすく多様な手法による情報発信

①ニーズや世代に応じて、社協だよりやホームページ等の活用工夫

令和６年度
実施事業

全戸配布である社協だよりの発行やホームページ等による情報発信に際し、読みやすくわかりやす
い内容を努めました。

【実績値】※開催日や実施回数、参加人数等、実績が分かる数値をご記入ください。

①くき社協だより　毎月発行　地域情報や写真等身近な情報掲載に努めました。

②情報配信メール　配信回数43回　登録者数203人　迅速な情報発信に努めました。

③LINE　配信回数83回　友だち登録者数347人　定期的な配信を実施し登録者の維持増加を図りま
した。

④YouTube「くき社協ちゃんねる」動画配信2本

【成果】

情報手段の特性に応じ、方向性を設定し情報提供を行うことができました。
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基本目標３　誰もがつながり、一緒に取り組む地域づくり

（２）支援を必要とする人が適切な支援を受けることができるよう、わかりやすい情報提供を行います

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

問題点・課題
・今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

進捗状況

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

【上記項目の評価理由】
定期的な情報発信ができているため

（1）わかりやすく多様な手法による情報発信

②地域福祉について理念や方向性等を含め、必要な情報提供

令和６年度
実施事業

社協の出前講座で依頼に応じた情報提供を行う他、福祉委員やくき元気サービス協力会員に定期的
に情報紙を発行しています。

【実績値】※開催日や実施回数、参加人数等、実績が分かる数値をご記入ください。

①社協の出前講座　実施回数119回

②くき元気サービス協力会員に元気つうしん発行　№30～31

③福祉委員にあったかひろば発行　№30～31

【成果】

地域の現状や求められている内容などを地域活動実践者に情報発信することができました。
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基本目標３　誰もがつながり、一緒に取り組む地域づくり

（２）支援を必要とする人が適切な支援を受けることができるよう、わかりやすい情報提供を行います

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

問題点・課題
・今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

進捗状況

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

【上記項目の評価理由】
多様な情報提供の手段を実施しているため

（1）わかりやすく多様な手法による情報発信

③相談内容に応じた相談窓口をわかりやすく示す

令和６年度
実施事業

社協だよりやホームページ、YouTube「くき社協ちゃんねる」による発信や、各事業におけるちら
し等で相談窓口を周知しました。また、市内イベントにて社協のＰＲとともに、総合相談事業を窓
口として、必要に応じ関係機関の窓口等を案内しました。

【実績値】※開催日や実施回数、参加人数等、実績が分かる数値をご記入ください。

①社協だよりにて各種相談先の紹介
・№106　お困りごと相談、教育に関する貸付制度　あんしんサポートねっと

②ちらし等作成
・ＬＩＮＥやＨＰ、YouTubeの二次元コードを入れたちらしをボランティア講座等で配布

③市内イベントで福祉、介護に関する相談や情報紹介
・6/9あやめまつり　11/17赤花そば栗橋やさしさときめきまつり

④ＳＮＳ等を活用した情報発信
・ＬＩＮＥ　配信回数83回　友だち登録者数347人(3月末現在）
・情報配信メール　配信回数43回　登録者数203人

【成果】

いろいろな情報発信の媒体を活用することで、相談窓口の紹介や入口が広がっています。
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基本目標３　誰もがつながり、一緒に取り組む地域づくり

（３）個々の活動をつなぐ仕組みをつくります

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

問題点・課題
・今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

進捗状況

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

【上記項目の評価理由】
研修会等が予定通り実施できているため

（1）ＣＳＷ（コミュニティソーシャルワーク）機能を推進

①地域住民や関係機関と、制度、分野、世代等を超えた活動や、新たな課題の解決にむけた連携に
ついて取り組む

令和６年度
実施事業

ＣＳＷ実践者養成研修の実施等、専門職と地域住民の参加による課題検討の機会を持ち検討を図り
ました。

【実績値】※開催日や実施回数、参加人数等、実績が分かる数値をご記入ください。

①社協内にＣＳＷを50人配置

②ＣＳＷ実践者養成研修ＩＮくき　11/11「8050問題を考える」参加者114人

③ＣＳＷ自主学習会　2回実施　参加者78人

④久喜市生活支援コーディネーターを交えたＣＳＷ情報交換会　1回実施

【成果】

地域住民と専門職が一緒に研修に参加し意見交換を図ることで、連携を深めることができました。
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基本目標３　誰もがつながり、一緒に取り組む地域づくり

（３）個々の活動をつなぐ仕組みをつくります

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

問題点・課題
・今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

進捗状況

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

【上記項目の評価理由】
定期的にＣＳＷ連絡会を開催し、情報共有を図っているため

（1）ＣＳＷ（コミュニティソーシャルワーク）機能を推進

②地域アセスメントを行い、地域課題の把握や地域づくりに役立てる

令和６年度
実施事業

地区あったか会議、社協の出前講座、福祉委員との研修や意見交換の中で地域アセスメントを実施
し地域課題の把握を行い、職員間で共有を図りました。

【実績値】※開催日や実施回数、参加人数等、実績が分かる数値をご記入ください。

①5地区（5回）地域アセスメント実施

①ＣＳＷ連絡会で地域アセスメントや地域課題について共有　12回実施

②ＣＳＷ自主学習会の結果から「おひとりさま便利帳」を作成

【成果】

アセスメントから把握された内容をＣＳＷ連絡会等で共有し、便利帳を作成することができまし
た。
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基本目標４　誰もが安全で安心して暮らせる地域づくり

（１）災害の備えや地域の見守り体制を強化し、孤立しない地域づくりを行います

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

問題点・課題
・今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

進捗状況

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

【上記項目の評価理由】
配布数が目標数を達成したため

（1）あんしんカードの設置を推進

①災害時や緊急時に活用できるあんしんカードの必要性を周知し、配布や設置を推進

令和６年度
実施事業

市の防災カードとして位置づけられているあんしんカードを周知し、自助の取組みとして積極的な
配布を図りました。

【実績値】※開催日や実施回数、参加人数等、実績が分かる数値をご記入ください。

あんしんカード　2,108枚配布

あんしんカード携帯版　1,092枚配布

わんにゃんカード214枚

【成果】

民生委員・児童委員をはじめ、高齢者大学や移動販売事業者等関係機関の協力を得て配布すること
ができました。また新たな自助の取組みとして、ペットを飼っている方の備えとしてわんにゃん
カードを作成しました。
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基本目標４　誰もが安全で安心して暮らせる地域づくり

（１）災害の備えや地域の見守り体制を強化し、孤立しない地域づくりを行います

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

問題点・課題
・今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

進捗状況

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

【上記項目の評価理由】
マニュアルの見直しや、ＩＣＴ導入の検討などを図ることができたため

（2）災害ボランティアセンターの運営

①災害時に備えて、災害ボランティアセンター立上げ訓練を実施

令和６年度
実施事業

災害ボランティアセンター運営マニュアルに沿って、災害ボランティアセンター立上げ訓練を実施
しました。

【実績値】※開催日や実施回数、参加人数等、実績が分かる数値をご記入ください。

災害ボランティアセンター立上げ訓練　9/7 参加者37人

【成果】

ＩＣＴを導入した立上げ訓練を実施することができました。また久喜市との実践的な連携を想定し
た訓練実施もできました。
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基本目標４　誰もが安全で安心して暮らせる地域づくり

（１）災害の備えや地域の見守り体制を強化し、孤立しない地域づくりを行います

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

問題点・課題
・今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

進捗状況

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

【上記項目の評価理由】
連携の機会をつくれているため

（2）災害ボランティアセンターの運営

②災害に備える地域活動への参画とネットワークの強化

令和６年度
実施事業

各地区コミュニティ協議会や地区組織で実施される地域防災活動やイベントに参加し、情報収集を
行いました。

【実績値】※開催日や実施回数、参加人数等、実績が分かる数値をご記入ください。

①久喜小地区コミュニティ協議会主催防災訓練 6/23

②太田小地区コミュニティ協議会主催防災講演会　7/13

③久喜東小・太田小地区コミュニティ協議会主催合同防災訓練 11/16

④太田小地区コミュニティ協議会主催避難所開設・運営訓練　1/19

⑤本町小地区コミュニティ協議会主催防災訓練　 3/2

➅青葉・青毛小地区コミュニティ協議会主催総合防災訓練 3/2

【成果】

地域防災活動やイベントに参加し、情報収集や実状を確認できたとともに、地域住民との関係性を
強化することができました。
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基本目標４　誰もが安全で安心して暮らせる地域づくり

（２）住み慣れた地域で自分らしく生活を送るために、福祉サービスの充実を図ります

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

問題点・課題
・今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

進捗状況

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

【上記項目の評価理由】
関係機関と定期的に検討会議を実施できているため

（1）権利擁護に関する理解の促進

①権利擁護に関して活動実践者や関係機関との連携強化、理解促進

令和６年度
実施事業

法人後見事業、成年後見推進事業、福祉サービス利用援助事業等を関係機関と連携しながら、誰も
が住み慣れた地域で暮らしやすく生活するために支援を行いました。

【実績値】※開催日や実施回数、参加人数等、実績が分かる数値をご記入ください。

①法人後見事業　法人後見ケース2件

②市民後見人養成講座（基礎編）全8回　受講者9人
　成年後見利用促進事業に関する検討会議　5回

③福祉サービス利用援助事業　利用者数17人

【成果】

生活支援員研修や成年後見に関する検討会議などにより、連携が図れています。
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基本目標４　誰もが安全で安心して暮らせる地域づくり

（２）住み慣れた地域で自分らしく生活を送るために、福祉サービスの充実を図ります

主な取り組み

内　　　容

主な担当課

【事業内容】

問題点・課題
・今後の対応

※問題点や課題がある場合にはご記入ください。

進捗状況

　■順調に進んでいる
　□概ね順調に進んでいるが一部に不十分な点や改善すべき点がある
　□実施されているが不十分な点が多い
　□事業内容や実施方法など見直しが必要
　□未実施

【上記項目の評価理由】
依頼に応えることが出来ているため

（2）各種サービスや事業の円滑実施

①地域福祉事業や在宅福祉事業を円滑に実施

令和６年度
実施事業

居宅介護支援事業、福祉車両貸出事業等を実施しています。

【実績値】※開催日や実施回数、参加人数等、実績が分かる数値をご記入ください。

①居宅介護支援事業　給付請求数延べ960件　利用者数81人(3月末時点)

②手話通訳者派遣事業　派遣件数474件

③障がい者施設の運営（久喜市けやきの木・久喜市くりの木）

④福祉有償運送事業　26回実施

⑤福祉車両貸出事業　利用件数248件

⑥福祉用具等貸出事業　車いす延べ278件　その他26件

※④福祉有償運送事業については、福祉車両の老朽化、登録運転ボランティアの高齢化、介護タク
シー等の充実により、令和7年3月31日で事業終了

【成果】

適正な実施に努めました。
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別表

指標の内容 単位
令和3年度
（現状値）

令和5年度
（実績値）

令和6年度
（実績値）

令和7年度
（実績値）

令和8年度
（実績値）

令和9年度
（実績値）

令和9年度
（目標値）

1 生涯学習関連の講座・教室の参加者数 人
4,930

コロナ影響
15,208（H30）

7,252 8,970 16,000

2
市内小中学校における福祉教育の実施校
数

校 19 21 31 全校

3
はつらつリーダー（介護予防ボランティ
ア）の年間養成人数

人 4 1 8 15

4 ボランティアセンター登録新規団体数 団体 3 1 5 年3

5 ボランティアセンター登録新規個人数 人 13 5 10 年15

6 ファミリー・サポートセンター会員数 人 883 939 992 1,000

7 久喜元気サービス新規登録協力会員数 人 7 9 6 年10

8 地区あったか会議新規設置数 箇所 0 1 1 年1

9
ゴミゼロ・クリーン久喜市民運動への市
民参加人数

人
0

コロナ影響で中止

25,428（R元）

21,228 21,365 25,700

10
新たなまちづくり活動（地域提案型活動
事業）に関する申請数

件 4 8 15 10

11 ふれあい・いきいきサロン新規登録数 箇所 2 4 6 年3

12
包括的な相談窓口で受けた複雑化・複合
化した相談のうち、支援につながった割
合

割合 － 100 100 100

環境課

市民生活課

社会福祉協議会

社会福祉課

社会福祉協議会

指導課

高齢者福祉課

社会福祉協議会

社会福祉協議会

　　　　　　進捗状況を把握するための計画指標

担当課

生涯学習課

子育て支援課

社会福祉協議会
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別表

指標の内容 単位
令和3年度
（現状値）

令和5年度
（実績値）

令和6年度
（実績値）

令和7年度
（実績値）

令和8年度
（実績値）

令和9年度
（実績値）

令和9年度
（目標値）

13 情報の発信手段の種類 種類 8 9 9 9種類以上

14 地域福祉活動計画の説明、概要版配布 部 － 2,153 289

15
高等教育機関や民間事業者等との連携交
流事業数

件 59 92 128 83

16
人口千人あたりの地域防犯（見守り）活
動人数

人 11.3 11.8 10.9 12.0

19 あんしんカード配布数 枚 年813 1,786 2,108 年1,000

20 地域包括支援センターの相談件数 件 36,334 38,641 41,938 37,500

21
障がい者就労支援事業における新規就労
者数

人 28 33 33 35

22 保育所等巡回支援事業の事業満足度 割合 100 100 100 100

23
経済的自立により生活保護が廃止となった
世帯数

世帯 32 28 43 37

24 市が運行する公共交通利用者数 人
154,229

コロナ影響
166,125（R元）

179,137 174,720 190,500

生活支援課

交通住宅課

社会福祉協議会

高齢者福祉課

障がい者福祉課

障がい者福祉課

17 自主防災組織の組織数 組織 163 175170 173

シティセールス課

社会福祉課
社会福祉協議会

企画政策課

市民生活課

危機管理課

担当課

　　　　　　進捗状況を把握するための計画指標
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